
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ １ 年 ４ 月 ２ ５ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美※ 讃 美 歌 1 4 2「 栄 え の 主 イ エ ス の 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 讃 美 歌 3 6 8 「 つ と め い そ し め 」 一 同

教会 学 校 「 野 の 花 、 空 の 鳥 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 5 0 1「 い の ち の み こ と ば 」 一 同

聖書 朗 読 黙示録3:7-13

奨 励 黙示録の福音(第8回） 牧 師

主 題 「天国の門を開く鍵」

讃 美 讃 美 歌 355「 主 を あ お ぎ 見 れ ば 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 讃 美 歌 5 4 6 「 聖 な る か な 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 ヨ ハ ネ 黙 示 録 3:14-22
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《 今 週の 歩 み》
4/25(日 )聖 日 礼拝
/26(月 )
/27(火 )
/28(水 )
/29(木 )昭和の日
/30(金 )

5/１ (土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの 課 題》
① コロ ナ 禍の 速 やか な 終息 の た めに
② 礼拝 に 来れ な かっ た 人々 の た めに
③ 教会 学 校の 子 供た ち も救 わ れ ます よ うに 《 ﾌ ｨﾗﾃ ﾞﾙﾌ ｨｱの ｢聖 ﾖﾊﾈ教 会跡 ｣》

良 書 ハ イ ラ イ ト イグナティオスの手紙「フィラデルフィアのキリスト者へ」
(荒 井 献 編 ,八 木誠 一 訳 「 使 徒教 父 文書 」 講 談社 学 芸文庫 ,19 98 )

［イグナティオスはシリアのアンティオキア第二代の監督。トラヤヌス帝(在位 98-117)下の迫
害時に逮捕され、ローマに護送されて、野獣と闘う刑に処せられた。殉教は 110 年のことであ
ったと伝えられる。イグナティオスはローマに赴く途次、各地の教会の人々に会うことが出来た。
そしてスミルナやトロアスから、小アジア各地の教会および行先のローマの教会に宛てて書簡
を認めた。これが「殉教者イグナティオスの七書簡」として知られている。］

1:1 テオフィロスとも呼ばれるイグナティオスより 、アジアなるフィラデルフィアの 、父なる神と
主イエス・キリストの教会へ。この教会は (神に )憐れまれ、神との一致により堅くせられ、私たちの
主の受難をゆるぎない心で喜び、大いなる慈悲によって主の復活を確信しているのです。
私は イエス ・ キ リ ス ト の 血に よ っ て 、 こ の教会に挨拶を送 り ます 。 こ の教会は永遠に変わ ら

ぬ歓喜なのです－－特にイエス ・ キ リ ス ト の御意によ って定め られた監督また彼 と共なる長
老団および執事とひ とつにな っているな らば 、 イエス ・ キ リ ス ト はこれらの (職 にある )人々を 、
自らの聖なる意志に従い 、彼の聖なる霊によって立てたのです 。

2:1 ですか ら真理の光の子 ら よ 、 分裂と悪 しき教えか ら脱れなさ い 。 羊の様に牧者のい
る ところに従いないなさい。なぜなら 、信頼できそうな沢山の狼が、悪しき快楽をもって 、神の 走
者を虜にするからです。でもあなた方がひとつになっていれば、つけ込むことは出来ないでしょう。

6:1 さ て 、 も し 誰か (あ る ク リ スチ ャ ン )が あ なた方にユダ ヤ教を解釈 して聞かせた ら 、 耳
を 傾けてはな りません 。なぜな ら 、割礼ある者 (ユダヤ教徒 )か らキ リス ト教のこ とを聞 く方が 、
割 礼なき者 (異邦人 )か らユ ダヤ教の こ とをき く よ り も ま だま しだか らです 。そ して も し 両者 と
もに イエス ・ キ リス トを語らないなら 、 この人々は私にと っては墓石にすぎず 、ただ人の名だけ
を誌した死人の墓にすぎません 。 2 :ですから この世の司の悪企みと罠から逃れなさい 。 それ
は彼の意向のために苦しめられて 、あなた方の愛が病むことのないためなのです 。全員心を
ひ と つに して集ま り な さ い 。 3:私 の神に感謝 します 。 私があなた方について良心の咎めな く 、
ま た私が大小の事柄であなた方の誰かに世話にな っ た と 、 ひそかにまた公然 と 、誇 り う る も
の のないこ と を 。 そ し て私が話をしたすべての人に願 うのですが 、私の語 ったこ とが (あなた
方 を告発して )あなた方に不利な証言とならぬよ う気をつけて ください 。

7:2 ある人たちは 、 私がある人々の分裂を知ってこ う言うのではないかと疑 っています 。
しか し 、 そのために私が囚人とな った方 (キ リ ス ト )が 、私はこ う した こ とを人か ら聞きはしなか
ったこ と を証し して下さいます 。霊が次のよ うに言って告知するのです 。監督抜きでは何もし
てはいけません 。 あなた方の肉を神の宮として護持しなさい。一致を愛し、 分裂を避けなさ い 。
キ リス ト を真似る者とな りなさい－－彼もその父を真似たように 。

11:2 ト ロ ア スにい る兄弟の愛があなた方に挨拶を送 り ます 。 私 も ト ロ ア スから 、 あなた方
に ブーロスの手を借 りて書いているのです 。彼はエペ ソとス ミルナの (キ リ ス ト )者が敬意のし
る し と して私につけて派遣して くれたのです 。彼らを主イエス・キリストが尊んで下さるでしょ う。
キ リ ス ト は彼 らが肉において 、 心にお いて 、 霊にお いて 、 信仰において 、 愛に おいて心をひと
つにして希望とする方なのです 。私たちの共通の希望なるキリスト・イエスにあって、お元気で。


